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台』Th eatrum Orbis Terrarumには，オルテリウスが編纂
にあたって参照したさまざまな地図とその作者を列挙






















































Omnividens［オムニヴィデンス］』No. 39, 2011.11, p. 4-7.
2　Arend Lang, „Sgrooten, Christian “, in : Neue Deutsche Biographie 7, 1966, p. 131f.
3　またもう一人，ウィーンの医学教授であったヴォルフガンク・ラツィウス（Wolfgang Lazius, 1514-1565）の地図への言及が，これと
同率である。





5　Peter H. Meurer （Bearb.）, Die Manuskriptatlanten Christian Sgrootens, Alphen aan den Rijn, 2007,　とくに p. 25以降を参照。










































































7　Meurer, op. cit., p. 28, 48.
8　Ibid., p. 284.
9　Van Ortroy, op. cit., p. 153.




















































































































11　Meurer, op. cit., p. 30
12　 Ibid., p. 30. 
13　この地図集は 1859年に骨董商 Louis Prosper Gachard （1800-1885）により売り立てられ，現在はブリュッセル王立図書館所蔵
（MS21596）であることからこの名がある。Van Ortroy, op. cit., p. 241-144.








































"Orbis terrestris tam geographica quam geographica descriptio"。
16　Meurer, op. cit., p. 31, 178-181.
17　Ibid., p. 288.






















































































































































26　Meurer, op. cit., p. 8.
27　「オランダ」の呼称は，7州の連邦のうちホラント州が突出して有力であったことから，このHollandのスペイン語Hollandaが日本
に輸入されたことにはじまる。このときの正式な国名は，「ネーデルラント連邦共和国」de Republiek der Vereigde Nederlandenであり，













































































28　Meurer, op. cit., p. 11f., 298f.
29　Ibid., p. 46-51.

















































































1 神聖ローマ帝国 20 ヴェストファーレン公領
2 イングランドと低地ドイツ（ドーバー海峡） 21 ヴェストファーレン東部
3 ホラント北部と西フリ スーラント（ゾイデル海） 22 ミンデンとオスナブリュック司教区
4 ホラント北部 23 ミュンスター司教領
5 ホラント南部，ユトレヒト，河口域 24 エムスとアイセル河間
6 ホラント中部とユトレヒト 25 フリ スーラント
7 ライン下流域，ワール川，マ スー下流域 26 北ドイツ（ヴェーゼル下流域西）
8 ゼーラントと北フランドル 27 ヴェーゼルとヴァイクセル河間
9 ラインとマ スーの河口域 28 ドイツ（ヘッセンとシュプレ 上ー流域）
10 スヘルデ河口 29 ドイツ（モーゼル中流域とザーレ川）
11 ブラバント 30 ドイツ（ザール川とアルトミュール川）
12 リュティッヒ司教領 31 西南ドイツ（アルザスとスイス北部）
13 ヘルダ とークレ フーェ公領 32 バイエルン公領と隣接域
14 フェルウェ 33 上ファルツとアイヒシュテット司教区
15 ベルク伯領（ライン川の一部） 34 オ スートリア大公領
16 ニーダーラインとアイフェル北部 35 ケルンテン，シュタイアーマルク，スロヴェニア
17 ルクセンブルク伯領 36 アルプス領域（コモ湖とヴェネツィア）
18 トリーア大司教領 37 フリウーリ，イストラ半島，バルカン北部
19 ベルク公領とマルク伯領
アトラス・マドリードの地図構成
1 世界図（球体図） 20 ボヘミア
2 北半球 21 南ドイツとオ スートリア
3 南半球 22 ハンガリー，トランシルヴァニア，バルカン北部
4 近東 23 アルプス西部と北イタリア
5 聖地 24 南フランス
6 北欧・東欧 25 北フランス
7 バルト海領域 26 イングランドとアイルランド
8 低地ドイツ 27 スコットランド
9 ポーランドとリトアニア 28 北海領域
10 ドイツ北東部 29 フロニンゲンと西フリ スーラント
11 東西フリ スーラント 30 北西ドイツ
12 ネーデルラント北部 31 アイセルとフンテ河間
13 ネーデルラント南部とイングランド 32 ニーダーラインとヴェストファーレン
14 ライン中・下流域，ザウアーラント，ヘッセン 33 リュティッヒ，ユーリヒ，クールケルン
15 ネーデルラントのフランス語圏 34 ブラバント
16 ナミュール，ルクセンブルク，クールトリーア 35 ホラント，ユトレヒト，フェルウェ
17 アルザスとロレーヌ 36 ゼーラント
18 ブルゴーニュ 37 ドーバー海峡
19 中部ドイツ 38 ホラント北部と西フリ スーラント
からである。また，そこには，他のオリジナル地図の
地誌情報との類似点も見出される。
　オルテリウスとスクローテンの個人的な接触は知ら
れておらず，スクローテン自身による秘密漏洩の可能
性は低い。おそらくオルテリウスは，何らかのかたち
でこの地図集の手稿を直接スペイン政府から入手する
ことができたのだろう。もしそうであるとすれば，彼
の国王地理学者としての地位が有利に働いたのかもし
れない。また，時期的にも，地図に対する本来の厳格
な運用方法に変化が生じていたとも考えられる。しか
しながら，その「緩み」によって地図が入手され，ス
クローテンの名前は，広く普及したオルテリウスの地
図帳のなかに深く刻みこまれることになったのである。
　つぎに，スクローテンによれば「未完成」であった「ア
トラス・ブリュッセル」に対して，「アトラス・マドリー
ド」は，その製作手法は同じであるものの，政治的な
拘束から解放されて，人文主義的教養の総合的作品へ
と飛翔したようにみえる。
　全部で 38幅の地図のうち，最初の 3つの地図は，「ア
トラス・ブリュッセル」のように神聖ローマ帝国では
なく，メルカトルの影響を受けて球形に投影された世
界地図（第 1図），心臓形に投影された北半球（第 2図），
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31　たとえば，メルカトルはオルテリウスと友人同士であったが，スクローテンにオルテリウスとの交際は知られていない。また，メ
ルカトルはスクローテンと師弟関係にあったかもしれない。少なくとも共同作業のあったことは実証されている。
そして同じく南半球（第 3図）となった。これに聖書
に関連する近東の地図が続き（第 4，5図），さらに北欧・
東欧の概略地図，ネーデルラント，神聖ローマ帝国領域，
フランスおよびブリテン諸島へとつながる（第 28図ま
で）。その後は，アップデートされたネーデルラント諸
州とその周辺地方の地図で締め括られる。
　この地図集には，全体としてのタイトル（書名）や
緒言も付与されており，地図の構成もより体系的になっ
ている。これらのことから，スクローテンは，これら
の地図を地図集ではなく，整然とした一冊の「地図帳」
としてまとめようとしていたことがうかがい知れる。
むすびにかえて
　スクローテンは，生涯にわたって小都市カルカーを
拠点として活動していたが，同じネーデルラントの商
業都市アントウェルペンにはオルテリウス，そしてク
レーフェの都市デュイスブルクにはメルカトルらのよ
く知られた地図製作者が同時代人として活動し，その
個人的な関係にはそれぞれ濃淡があったものの，彼ら
は地図をつうじてたがいに影響を及ぼしあっていた 31。
　本稿では，そうした地図製作者たちが勃興した背景
の一つとして，当時のネーデルラントの政情が，その
活動の基盤をあたえていたのであろうということを，
わずかながらでも描き出せたのではないかとおもう。
スクローテンは，それ以外の要因よりも政治的な要因
に，すなわち，スペイン王フェリペ 2世や執政アルバ
公らとの関係のなかで，みずからの地図製作の大きな
モチベーションをあたえられていたために，かえって
作品の大半は秘匿され，世間に公表する機会をついに
逸してしまった。
　しかし，スクローテンはいわゆる御用学者ではなかっ
た。あくまで地図製作の本道をゆこうとして，すぐれ
た作品を作りあげ，その結果，オルテリウスの地図帳
のなかに，たしかな活動の痕跡を残したのである。言
い換えれば，オルテリウスやメルカトルらの代表的な
地図帳も，他の多くの地図製作者の艱難辛苦を乗りこ
えたさまざまな成果を利用することではじめて成立し
たものであった。
　ネーデルラント（オランダ）の人びとは，とくに商
人たちは，そのような地図をたずさえて世界各地へと
進航し，やがて 17世紀には，世界の商業的覇権を握る
ことになった。そして，地図はその目的地においても
抜露され，伝写されたことで，その地での「世界観」
を左右するものとして作動し続けることになるのであ
る。
　東北大学附属図書館の所蔵する貴重図書には，マテ
オ・リッチ（Matteo Ricci, 1552-1610）の「坤輿万国全
図」（写本）などの地図資料も含まれるが，これもまた，
いうまでもなく，オルテリウス，メルカトルらの地図
帳の影響を受けながら生みだされたものであった。こ
うした資料を評価するノウハウは，いまのところ（附
属図書館では）ほとんど蓄積されていない。
　この小論が，それらの成り立ちを考察する視野をひ
ろげるための一助となれば，これにまさる喜びはない。
（おがわ　ともゆき，学術資源研究公開センター・
総合学術博物館助教，附属図書館協力研究員）
